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は
じ
め
に

　

日
者
と
は
一
般
に
、
古
代
に
お
い
て
時
日
の
吉
凶
を
占
っ
た
技
術
者

を
さ
す
。
日
者
研
究
の
材
料
は
お
も
に
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
い
ろ
い
ろ

な
時
日
選
択
術
を
収
録
し
た
出
土
文
献
の
「
日
書
」
類
で
、
目
下
三
〇

点
程
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。「
術
」
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
れ
は
戦
国
秦
漢

時
代
の
数
術
史
の
理
解
を
大
幅
に
深
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
現
行
本
『
史
記
』
日
者
列
伝
で
、
伝
世
典
籍
の
な
か
で
「
日
者
」

の
事
跡
を
唯
一
専
門
的
に
し
る
し
た
文
献
と
し
て
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ

る
。

　

日
者
列
伝
と
出
土
日
書
を
む
す
び
つ
け
、
漢
代
数
術
の
発
展
に
か
ん

す
る
新
た
な
手
が
か
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
ほ
ん
ら
い
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
学
界

に
お
い
て
は
、
な
お
懸
念
点
が
あ
る
。
理
由
は
二
つ
。
第
一
に
、
三
国

時
代
の
張
晏
に
よ
れ
ば
、
日
者
列
伝
は
『
史
記
』
の
な
か
で
も
失
わ
れ

た
篇
の
一
つ
で
あ
り
、
現
行
本
は
前
漢
元
帝
・
成
帝
期
の
博
士
褚
少
孫

に
よ
る
補
作
で
あ
っ
て）

（

、
司
馬
遷
の
原
作
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

の
史
料
的
価
値
に
は
疑
問
符
が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
現
行
本
日

者
列
伝
は
、
民
間
の
卜
者
で
あ
る
司
馬
季
主
と
二
人
の
朝
廷
高
官
（
宋

忠
・
賈
誼
）
と
の
対
話
を
軸
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
篇
を
つ
う

じ
て
「
日
者
」
の
語
は
一
度
も
あ
ら
わ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
終
始
「
卜

筮
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
は
、

斉
・
楚
・
秦
・
趙
、
日
者
を
爲
す
に
、
各
々
俗
の
用
い
る
所
有
り
。

其
の
大
旨
を
循
觀
せ
ん
と
欲
し
、
日
者
列
傳
第
六
十
七
を
作
る

（
齊
・
楚
・
秦
・
趙
爲
日
者
、
各
有
俗
所
用
。
欲
循
觀
其
大
旨
、

作
日
者
列
傳
第
六
十
七）

（

）。

＝
論
説
＝

　
　
　
『
史
記
』
日
者
列
伝
と
漢
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の
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係
に
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す
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再
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討

王　
　
　

景　

創
（
柿
沼
陽
平
訳
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と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
司
馬
遷
の
原
『
史
記
』
日
者
列
伝
な
る
も

の
は
、
各
国
の
日
者
術
の
差
異
の
紹
介
が
お
も
な
内
容
だ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
行
本
日
者
列
伝
は
、
太
史
公
自
序
と
一
致
せ
ず
、

す
で
に
出
土
し
て
い
る
日
書
の
お
も
な
内
容
と
の
関
連
性
も
希
薄
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
、
日
者
列
伝
の
利
用
を
さ
ま
た
げ
て
お
り
、「
日

書
等
の
出
土
文
献
を
研
究
す
る
者
が
現
行
本
日
者
列
伝
に
言
及
し
、
ま

た
は
引
用
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
」
と
い
う
状
況
を
生
ん
で
い
る）

（

。

　

北
大
漢
簡
「
日
書
」
の
公
開
は
、
か
か
る
状
況
を
変
え
る
手
が
か
り

と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
択
日
中
心
の
日
書
と
は
異

な
り
、
北
大
漢
簡
「
日
書
」
で
は
非
択
日
術
の
割
合
が
択
日
術
よ
り
多

く）

（

、
多
く
が
日
者
列
伝
所
見
の
「
卜
筮
」
占
術
類
型
と
対
応
し
う
る
。

で
は
、
日
者
の
術
と
「
卜
筮
」
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
後
者
は
前
者
と
い
か
に
融
合
し
て
い
っ
た
の
か）

（

。
そ
し
て
日
者
列

伝
が
し
め
す
の
は
ど
の
時
期
の
日
書
テ
キ
ス
ト
の
形
態
な
の
か
。
本
稿

で
は
北
大
漢
簡
「
日
書
」
を
手
が
か
り
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
回
答
し

た
い
。

　
　

第
一
節　

日
者
列
伝
に
お
け
る
「
卜
筮
」
の
類
型

　

現
行
本
日
者
列
伝
と
出
土
日
書
と
の
内
容
的
関
連
性
を
確
認
す
る
に

は
、
ま
ず
日
者
列
伝
に
お
け
る
「
卜
筮
」
の
範
疇
を
闡
明
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
行
本
日
者
列
伝
で
は
、
主
人
公
の
司
馬
季
主
が
お
も
に
「
卜

筮
者
」
の
職
業
理
念
と
精
神
的
追
求
対
象
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
、「
卜
筮
者
」
が
必
ず
習
得
す
べ
き
占
術
に
つ
い
て
も

少
し
く
言
及
し
て
お
り
、
以
下
の
三
史
料
を
含
む
。

今
、
夫
れ
卜
者
は
…
…
策
を
分
か
ち
卦
を
定
め
、
式
を
旋
ら
し
、

棋
を
正
し
、
然
る
後
に
天
地
の
利
害
・
事
の
成
敗
を
言
う
。
昔
、

先
王
の
國
家
を
定
む
る
に
は
、
必
ず
龜
策
日
月
を
先
に
し
、
而
し

て
後
に
乃
ち
敢
え
て
代
る
（
今
夫
卜
者
…
…
分
策
定
卦
、
旋
式
、

正
棋
、
然
後
言
天
地
之
利
害
・
事
之
成
敗
。
昔
先
王
之
定
國
家
、

必
先
龜
策
日
月
、
而
後
乃
敢
代
）。

時
日
を
正
し
、
乃
ち
後
に
家
に
入
る
（
正
時
日
、
乃
後
入
家
）。

子
を
産
む
に
必
ず
先
ず
吉
凶
を
占
い
、
後
に
乃
ち
之
を
有
（
育
）

つ
（
産
子
必
先
占
吉
凶
、
後
乃
有
之）

（

）。

第
一
条
は
貴
族
階
級
向
け
の
占
術
、
第
二
・
第
三
条
は
各
社
会
階
層
に

通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
け
る
争
点
は
、
こ
れ
ら
の
占

術
が
す
べ
て
「
卜
者
」
に
よ
っ
て
司
ら
れ
て
い
た
の
か
否
か
、
そ
し
て

そ
の
な
か
に
、
出
土
日
書
に
よ
く
み
え
る
選
択
術
と
対
応
す
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
解
答
は
、
現
行

本
日
者
列
伝
が
司
馬
遷
の
原
作
か
否
か
を
判
断
す
る
重
要
な
根
拠
と
も

み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
考
え
方
自
体
に
も
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

ま
た
第
一
条
の
「
卜
者
」
は
「
卜
筮
者
」
の
略
称
で
あ
る）

（

。
余
嘉
錫

や
瀧
川
資
言
ら
は
、「
卜
筮
」
が
亀
卜
と
蓍
占
の
み
を
さ
す
と
し
、「
日

者
」
を
時
日
選
択
の
み
を
さ
す
と
す
る
。
彼
ら
は
『
史
記
』
の
な
か
に

亀
策
列
伝
が
あ
る
以
上
、
日
者
列
伝
で
ふ
た
た
び
卜
者
の
事
跡
に
触
れ

て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
現
行
本
日
者
列
伝
は
司
馬
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遷
の
原
作
で
は
な
い
と
し
た）

（

。
一
方
、
張
銘
洽
は
本
文
中
の
「
卜
筮
」

に
つ
い
て
、
亀
策
や
択
日
を
ふ
く
む
各
占
術
の
総
称
で
あ
る
と
し
た
う

え
で
、
出
土
日
書
は
秦
漢
時
代
の
日
者
の
術
が
た
い
へ
ん
複
雑
で
あ
る

こ
と
を
し
め
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
現
行
本
と
出
土
資
料
が
基

本
的
に
符
合
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
者
列
伝
が
司
馬
遷
の
原
作
で
あ
る

こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
し
た）

（

。
張
銘
洽
の
「
卜
者
」
解
釈
は
、

明
ら
か
に
日
者
列
伝
の
文
脈
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
初
期
出
土

日
書
の
内
容
は
、
上
記
三
占
術
と
は
必
ず
し
も
き
れ
い
に
対
応
し
て
い

な
い
。

　

上
記
占
術
の
う
ち
、
出
土
日
書
と
直
接
対
応
す
る
の
は
第
二
条
と
第

三
条
で
あ
る
。「
正
時
日
、
乃
後
入
家
」
は
、
日
書
に
よ
く
み
え
る
出

行
選
択
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
典
型
的
な
択
日
術
で
あ
る
。「
産

子
必
先
占
吉
凶
、
後
乃
有
（
育
）
之
」（『
芸
文
類
聚
』
に
「
有
」
を
「
育
」

に
作
り
、
こ
の
ほ
う
が
合
理
的）

（

）
は
、
出
産
後
に
子
の
将
来
を
占
い
、

養
育
す
る
か
否
か
を
決
め
る
も
の
で
、『
漢
書
』
藝
文
志
数
術
略
雑
占

類
に
分
類
さ
れ
、
出
土
日
書
に
よ
く
み
え
る
産
子
占
に
対
応
す
る
。
こ

れ
ら
の
占
術
は
、
当
時
の
卜
者
が
日
者
の
術
の
使
用
を
排
斥
せ
ず
、
む

し
ろ
日
書
を
日
常
業
務
の
参
考
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
物
語
る
。

　

第
一
条
の
「
分
策
定
卦
、
旋
式
、
正
棋
」
は
、
三
種
類
の
占
卜
道
具

を
さ
し
て
お
り
、
択
日
術
と
の
関
係
は
比
較
的
薄
い
。
第
一
の
「
分
策

定
卦
」
と
後
文
の
「
亀
策
」
は
い
ず
れ
も
狭
義
の
卜
筮
で
あ
る
。
第
二

の
「
旋
式
」
は
、
司
馬
貞
『
索
隠
』
に
、

式
は
即
ち

な
り
。
旋
は
轉
な
り
。

の
形
は
圓
を
上
に
し
て
天

に
象
り
、
方
を
下
に
し
て
地
に
法
り
、
之
を
用
う
れ
ば
則
ち
天
綱

を
轉
じ
て
地
の
辰
を
加
う
（
式
即

也
。
旋
、
轉
也
。

之
形
上

圓
象
天
、
下
方
法
地
、
用
之
則
轉
天
綱
加
地
之
辰）

（

）。

と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
妥
当
で
あ
る
。
考
古
学
的
に
発
見
さ
れ

た
六
壬
盤
は
典
型
的
な

盤
で
あ
り
、
そ
の
使
用
法
は
ま
さ
に
天
盤
を

回
転
さ
せ
、
天
盤
上
の
斗
杓
が
さ
す
地
盤
の
方
位
に
基
づ
い
て
占
卜
を

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
「
正
棋
」
に
つ
い
て
は
こ
う
考
え
る
。「
棋
」
は
古
代
に
お

い
て
ふ
つ
う
博
局
遊
戲
用
の
棋
子
（
訳
者
補
：
碁
石
の
よ
う
な
も
の
）

を
さ
す
。『
説
文
解
字
』
に
、

は
局
戲
な
り
、
六
箸
・
十
二
棋
な
り
（

、
局
戲
也
、
六
箸
・

十
二
棋
也
）。

と
あ
る
。
博
局
で
は
ふ
つ
う
一
二
の
棋
子
を
配
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士

が
各
六
個
ず
つ
も
ち
、
棋
子
は
長
方
形
を
し
て
い
る
。
ま
た
六
本
の
算

籌
（
古
代
で
は
「
箸
」「
筭
」「
箭
」
と
よ
ば
れ
る
竹
木
の
小
棒
）
が
あ

る）

（

。
司
馬
貞
『
索
隠
』
は
、

棋
は
筮
の
状
な
り
。
正
棋
は
、
蓋
し
卜
し
て
以
て
卦
を
作
す
を
謂

う
な
り
（
棋
者
、
筮
之
状
。
正
棋
、
蓋
謂
卜
以
作
卦
也
）。

と
説
明
し
て
お
り
、
司
馬
貞
は
「
棋
」
を
博
戲
の
算
籌
と
し
、
お
そ
ら

く
本
篇
の
「
卜
筮
」
に
附
会
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
司
馬
貞

説
に
は
根
拠
が
な
い
。
六
博
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
の
遊
び
に
用
い
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
吉
凶
を
占
う
さ
い
に
も
用
い
ら
れ
、
尹
湾
漢
墓
出
土
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簡
牘
「
博
局
占
」
や
北
大
漢
簡
「
六
博
」
に
は
い
ず
れ
も
六
博
の
占
法

が
収
録
さ
れ
て
い
る）

（

。

　

で
は
、
出
土
日
書
に
は
亀
策
・
六
壬
式
・
六
博
局
の
占
法
が
収
録
さ

れ
て
い
る
か
否
か
。
現
行
本
日
者
列
伝
を
非
司
馬
遷
原
作
と
す
る
劉
楽

賢
は
な
お
も
「
こ
れ
ま
で
に
目
睹
し
う
る
日
書
テ
キ
ス
ト
に
は
、
亀
卜

や
筮
占
に
よ
っ
て
行
事
の
宜
忌
を
選
ぶ
場
面
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い）

（

」
と
し
、
択
日
術
こ
そ
が
日
書
の
お
も
な
内
容
で
あ
っ
て
、
非
択
日

術
は
付
属
材
料
に
す
ぎ
な
い
と
強
調
し
て
い
る）

（

。
現
行
本
日
者
列
伝
は

全
篇
を
つ
う
じ
て
「
卜
筮
」
を
強
調
し
て
い
る
が
、
選
択
術
に
関
係
す

る
の
は
わ
ず
か
一
条
し
か
な
く
、
出
土
日
書
に
よ
く
み
ら
れ
る
内
容
の

構
造
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
六
壬
と
六
博
占
法
は
亀
策

と
同
じ
よ
う
に
、
初
期
に
発
見
さ
れ
た
日
書
テ
キ
ス
ト
に
は
み
ら
れ
な

い
。
だ
が
、
も
う
す
ぐ
出
版
さ
れ
る
北
大
漢
簡
「
日
書
」
は
、
ま
っ
た

く
新
し
い
日
書
の
テ
キ
ス
ト
の
あ
り
よ
う
を
し
め
す
も
の
で
あ
り
、
出

土
材
料
と
現
行
本
日
者
列
伝
と
の
あ
い
だ
の
「
不
調
和
」
を
解
消
す
る

新
た
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。

　
　

第
二
節　

北
大
漢
簡
「
日
書
」
の
新
た
な
示
唆

　

こ
れ
ま
で
の
早
期
出
土
日
書
と
く
ら
べ
た
と
き
、
北
大
漢
簡
「
日
書
」

に
は
二
つ
の
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
そ
こ
に
は
択
日
術
以
外

に
、
疾
病
占
・
産
子
占
・
耳
鳴
占
・
家
妖
占
・
筮
占
・
式
占
・
六
博
占
・

鐘
律
占
・
相
宅
・
相
人
・
祝
祷
な
ど
が
あ
り
、『
漢
書
』
藝
文
志
数
術

略
の
「
雑
占
」「
蓍
亀
」「
形
法
」「
五
行
」
と
い
っ
た
多
く
の
部
門
に

触
れ
て
い
る）

（

。
第
二
に
、
非
択
日
術
が
全
篇
の
半
分
以
上
を
占
め
て
お

り
、（
訳
者
補
：
つ
ま
り
北
大
漢
簡
「
日
書
」
は
「
日
書
」
と
し
て
）

は
じ
め
て
択
日
術
の
比
重
を
上
回
っ
て
い
る）

（

。
北
大
漢
簡
「
日
書
」
は
、

早
期
日
書
の
択
日
ベ
ー
ス
の
テ
キ
ス
ト
形
態
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
内
容
が
早
期
日
書
未
収
録
の
占
術
類
型
で
あ

る
。
と
く
に
筮
占
・
式
占
・
六
博
占
は
、
前
掲
日
者
列
伝
第
一
条
の
占

術
と
対
応
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
日
者
列
伝
の
占
術
の
順
に
、

北
大
漢
簡
「
日
書
」
の
関
連
箇
所
を
紹
介
す
る
。

二
―
一
．「
分
策
定
卦
」
と
「
日
書
」
荊
決

　
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
』
第
五
巻
に
は
「
荊
決
」
と
い
う
題
名
を

も
つ
文
献
が
収
録
さ
れ
、
内
容
は
失
わ
れ
た
楚
地
の
筮
占
で
あ
る
（
訳

者
補
：
こ
の
ほ
か
に
北
大
漢
簡
「
日
書
」
に
も
「
荊
決
」
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
本
稿
で
は
付
録
本
と
よ
ぶ
）。
北
大
漢
簡
「
日
書
」

の
非
択
日
部
分
に
も
同
種
の
筮
占
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
占
辞
の
文
字

に
は
少
し
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
狭
義
の
卜
筮
が
は
じ
め
て
日

書
に
登
場
し
た
例
で
あ
る
。「
荊
決
」
は
、
算
籌
を
も
ち
い
て
卦
を
立

て
る
簡
易
的
な
筮
占
で
、
単
行
本
の
「
荊
決
」
序
文
に
は
次
の
よ
う
な

占
法
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

卅
算
を
用
い
、
分
か
ち
て
三
分
と
爲
し
、
其
の
上
分
は
横
に
し
、

中
分
は
縱
に
し
、
下
分
は
横
に
し
、
四
四
し
て
之
を
除
き
、
盈
た

ざ
る
者
は
除
く
勿
し
（
用
卅
筭
（
算
）、
分
以
爲
三
分
、
其
上
分



―6―

衡
（
横
）、
中
分
从
（
縱
）、
下
分
衡
（
横
）、
四
四
而
除
之
、
不

盈
者
勿
除）

（

）。

こ
の
方
法
で
は
、
三
〇
本
の
算
籌
を
と
っ
て
無
作
為
に
上
・
中
・
下
の

三
組
に
わ
け
、
各
組
の
算
籌
の
数
と
数
字
の
四
と
の
関
係
に
即
し
て
処

理
す
る
。
以
下
の
状
況
が
あ
る
。

（
１
）
算
籌
の
本
数
が
四
よ
り
多
く
、
か
つ
四
の
倍
数
で
な
い
場
合
は
、

四
で
割
り
、
余
り
の
数
に
よ
っ
て
占
う
。

（
２
）
算
籌
の
本
数
が
四
の
倍
数
の
場
合
、
四
に
よ
っ
て
占
う
。

（
３
）
算
籌
の
本
数
が
四
未
満
の
場
合
、
そ
の
算
籌
数
に
よ
っ
て
占
う
。

三
組
の
算
籌
を
こ
の
よ
う
に
割
算
に
よ
っ
て
処
理
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
残
っ
た
算
籌
を
「
上
横
・
中
縦
・
下
横
」
の
原
則
に
従
っ
て
配
置
し
、

三
爻
の
卦
を
構
成
す
る
。
こ
の
算
法
に
よ
っ
て
理
論
上
、
一
六
種
類
の

卦
象
が
得
ら
れ
る）

（

。

　

荊
決
の
各
卦
の
占
辞
に
は
、
卦
象
か
ら
展
開
さ
れ
た
意
象
的
記
述
が

含
ま
れ
、
そ
こ
に
は
吉
凶
判
断
が
付
さ
れ
、
凶
卦
に
は
さ
ら
に
祟
を
な

す
鬼
神
に
つ
い
て
付
記
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
吉
卦
と
凶
卦
を
一

つ
ず
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

吉
卦
の
例
。
も
し
上
組
の
算
籌
の
本
数
が
一
六
本
な
ら
上
爻
は
四
、

中
組
が
一
〇
本
な
ら
中
爻
は
二
、
下
組
に
残
っ
た
算
籌
の
数
は
四
本
で

下
爻
は
四
と
な
り
、「
日
書
」
荊
決
第
一
卦
「

」（
四
二
四
）
を

形
づ
く
る
。
そ
の
卦
辞
は
、

善
き
か
な
善
き
か
な
、
百
事
順
成
た
ら
ん
。
天
の
時
を
得
て
、
召

せ
ず
と
も
自
ら
来
る
な
り
。
介
介
た
る
飛
鳥
、
楊
の
枝
に
止
ま
る
。

美
人
將
に
來
た
ら
ば
、
我
と
相
い
知
る
な
り
。
心
に
中
り
て
之
を

愛
し
、
其
の
疵
を
知
ら
ず
。
吉
（
善
哉
善
哉
、
百
事
順
成
。
得
天

之
時
、
弗
召
自
来
。
介
介
非
（
飛
）
鳥
、
止
楊
之
枝
。
美
人
將
來
、

與
我
相
智
（
知
）。
中
心
愛
之
、
不
智
（
知
）
其
疵
。
吉
）。

で
あ
る
。
こ
の
卦
が
得
ら
れ
た
ら
、
天
時
に
順
応
し
、
計
画
は
円
満
に

成
就
す
る
。
こ
れ
は
日
者
列
伝
の
、

卜
者
、
策
を
分
か
ち
て
卦
を
定
め
、
然
る
後
に
天
地
の
利
害
・
事

の
成
敗
を
言
う
（
卜
者
分
策
定
卦
、
然
後
言
天
地
之
利
害
・
事
之

成
敗
）。

に
対
応
す
る
。

　

凶
卦
の
例
。
上
組
の
算
籌
の
本
数
が
四
な
ら
上
爻
は
四
、
中
組
が
二

三
本
な
ら
中
爻
は
三
、
下
組
が
三
本
な
ら
下
爻
は
三
で
、
こ
れ
は
第
四

卦
「

」（
四
三
三
）
を
形
づ
く
り
、
そ
の
卦
辞
は
、

皋
奇
、
天
に
登
ら
ん
と
欲
し
、
紛
紜
た
る
こ
と
人
の
如
く
…
…
太

息
す
る
こ
と
雷
の
如
く
、
道
に
中
た
り
て
驚
く
。
大
父
、
祟
を
爲

し
、
犠
牲
を
求
め
ん
と
欲
す
。
●
祟
は
大
父
、
不
吉
な
り
（
皋
椅

（
奇
）、
欲
登
于
天
、
汾
（
紛
）
雲
（
紜
）
如
人
…
…
大
（
太
）
息

如
【
雷
】、
中
道
而
敬
（
驚
）。
大
父
爲
祟
、
欲
求
義
（
犠
）
生
（
牲
）。

●
祟
大
父
、
不
吉
）。

で
あ
る
。
こ
の
卦
が
出
た
ら
、
お
お
む
ね
出
行
に
不
利
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
背
後
に
は
、
祖
父
の
祟
り
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
く
た
め
に
は

犠
牲
を
奉
る
。
前
掲
「
日
書
」
荊
决
の
占
例
は
ま
さ
に
日
者
の
術
が
「
分

策
定
卦
」
の
役
割
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
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単
行
本
と
付
録
本
の
「
荊
決
」
を
総
合
す
る
と
、
狭
義
の
卜
筮
が
「
日

書
」
へ
と
融
合
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
る
。
単
行
本
「
荊

決
」
の
各
卦
に
は
、
天
干
ま
た
は
地
支
が
冠
さ
れ
て
お
り
、
干
卦
八
種

と
支
卦
八
種
に
わ
け
ら
れ
る
。
干
支
に
よ
る
配
卦
は
、
日
書
の
も
っ
と

も
中
核
で
あ
る
時
日
要
素
と
卜
筮
と
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
整

理
者
の
李
零
は
「
あ
る
程
度
、
筮
法
の
日
書
化
を
反
映
し
て
い
る
」
と

し
て
い
る）

（

。
た
だ
し
、
干
支
要
素
が
荊
決
占
法
で
ど
の
よ
う
な
原
理
で

運
用
さ
れ
て
い
た
の
か
は
未
解
明
で）

（

、
陳
侃
理
と
蔡
飛
舟
は
卦
頭
の
干

支
が
単
な
る
序
号
機
能
し
か
も
た
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

（

）。

　

こ
れ
に
つ
い
て
北
大
漢
簡
「
日
書
」
は
新
た
な
手
が
か
り
を
提
供
し

て
い
る
。
付
録
本
「
荊
決
」
の
前
章
に
は
「
卜
」
と
の
題
名
が
し
る
さ

れ
て
お
り
、
占
辞
に
は
、

子
・
卯
・
申
・
酉
・
未
を
以
て
卜
す
る
こ
と
毋
か
れ
。
卜
忌
日
に

以
て
卜
せ
ば
、
應
ぜ
ず
。
甲
午
・
甲
寅
・
乙
巳
を
以
て
卜
す
る
こ

と
毋
か
れ
。
行
者
吉
あ
ら
ざ
ら
ん
（
毋
以
子
・
卯
・
申
・
酉
・
未

卜
。
卜
忌
日
、
以
卜
、
不
讎
（
應
）。
毋
以
甲
午
・
甲
寅
・
乙
巳
卜
。

行
者
不
吉
）。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
卜
忌
日
」
が
列
挙
さ
れ
、
も
し
子
・
卯
・
申
・

酉
・
未
日
に
占
え
ば
、
占
辞
は
吉
凶
に
か
か
わ
ら
ず
発
現
し
な
い
は
ず

で
あ
り
、
当
該
占
卜
は
意
義
を
失
う
。
も
し
甲
午
・
甲
寅
・
乙
巳
の
日

に
占
え
ば
、
出
行
者
は
凶
禍
に
出
会
う
で
あ
ろ
う
。
荊
決
を
用
い
て
筮

占
す
る
前
に
も
、
同
じ
よ
う
に
上
述
の
卜
忌
日
を
避
け
ね
ば
な
ら
な

い）

（

。
こ
れ
よ
り
、
卜
筮
の
日
書
へ
の
融
合
は
、
占
法
自
体
を
改
造
す
る

の
で
は
な
く
、
占
法
と
は
べ
つ
に
設
定
さ
れ
た
、
占
卜
を
開
始
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

二
―
二
．「
旋
式
（

）」
と
「
日
書
」
式
図

　

現
存
す
る
前
漢
時
代
の
六
壬
式
盤
は
全
部
で
三
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。

安
徽
省
阜
陽
双
古
堆
の
汝
陰
侯
漢
墓
Ｍ
１
出
土
式
盤
（
図
一
）、
甘
粛

省
武
威
磨
咀
子
漢
墓
Ｍ
６
２
出
土
式
盤
（
図
二
）、
于
省
吾
旧
蔵
漢
象

牙
式
盤
（
図
三
）
で
あ
る
。
前
者
二
点
は
天
盤
と
地
盤
が
完
全
に
保
存

【図一】阜陽六壬式盤 本（殷 菲「西漢汝陰侯墓出土的
占盤和天文儀器」（『考古』一九七八年）
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さ
れ
て
い
る
が
、
三
点
目
は
天
盤
の
み
が
現
存
す
る
。
六
壬
式
の
天
盤
・

地
盤
に
は
、
干
支
・
星
宿
・
月
名
な
ど
時
空
を
し
め
す
座
標
体
系
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

数
術
文
献
に
は
、
純
粋
な
文
字
の
占
辞
の
ほ
か
に
、
し
ば
し
ば
い
く

つ
か
の
時
空
の
体
系
を
し
め
す
図
像
も
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
三
次

元
立
体
の
占
盤
と
対
応
関
係
に
あ
り
、「
二
次
元
平
面
の
占
盤
」
と
よ

び
う
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
物
の
式
盤
に
対
応
す
る
図
像
と

し
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て
二
つ
の
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
。
第
一

は
、
四
仲
・
四
鉤
が
描
か
れ
た
図
像
で
あ
り
（
図
四
）、
李
零
は
も
っ

と
も
早
く
に
こ
れ
を
「
式
図
」
と
命
名
し
て
い
る）

（

。
こ
の
説
の
影
響
力

は
た
い
へ
ん
大
き
い）

（

。
こ
の
図
像
は
出
土
日
書
に
も
よ
く
み
ら
れ
、
孔

家
坡
漢
簡
や
北
大
漢
簡
の
「
日
書
」
で
は
い
ず
れ
も
「
日
廷）

（

」
と
い
う

題
名
が
も
と
も
と
付
さ
れ
て
お
り
、
李
零
は
の
ち
に
こ
の
図
像
を
「
日

廷
図
」
と
呼
び
直
し
て
い
る
。
第
二
は
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
「
陰
陽
五

行
甲
篇
」
所
収
の
堪
輿
家
専
用
の
占
図
で
あ
る
（
図
五
）。
馬
王
堆
整

理
者
は
最
初
に
こ
れ
を
「
式
図
」
と
命
名
し
た
が）

（

、『
長
沙
馬
王
堆
漢

墓
簡
帛
集
成
』
修
訂
版
は
「
堪
輿
図
」
と
改
称
し
て
い
る）

（

。
こ
れ
ら
二

種
類
の
占
図
は
い
ず
れ
も
式
盤
に
対
応
す
る
式
図
と
み
な
す
べ
き
も
の

【図二】武威六壬式盤 本（甘粛省博物館「武威磨咀子
三座漢墓発掘簡報」（『文物』一九七二年第一二期）

【図三】于省吾旧蔵式盤 本（阮千慧・程少軒「双劍
旧蔵象牙 考訂」（『出土文献研究』第二〇輯、中西書局、
二〇二一年）
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で
は
な
い
。
第
一
の
占
図
は
た
い
へ
ん
簡
略
で
、
式
盤
に
不
可
欠
な
要

素
た
る
星
宿
が
欠
け
て
い
る
。
第
二
の
図
像
で
は
月
名
が
左
周
り
、
地

支
が
右
周
り
だ
が
、
阜
陽
出
土
六
壬
式
盤
で
は
月
名
が
右
周
り
、
地
支

が
左
周
り
で
、
方
向
が
逆
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
日
廷
図
」
と
「
堪
輿
図
」

に
は
そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
対
応
す
る
出
土
物
の
占
盤
が
あ
る
が）

（

、
い
ず
れ

の
占
盤
も
上
下
盤
の
回
転
構
造
を
備
え
て
い
な
い
。

　

北
京
大
学
所
蔵
漢
簡
「
日
書
」
に
は
、
式
盤
の
時
空
構
造
に
近
い
占

図
が
二
つ
収
録
さ
れ
て
お
り
、
整
理
小
組
は
そ
れ
ぞ
れ
を
と
り
あ
え
ず

「
式
図
（
甲
）」・「
式
図
（
乙
）」
と
命
名
し
た
（
図
六
・
七
）。
両
式
図

は
い
ず
れ
も
内
外
二
層
構
造
を
し
て
お
り
、
内
層
は
「
日
廷
図
」
で
あ

り
、
十
二
月
名
と
十
二
地
支
が
時
計
回
り
に
配
さ
れ
て
い
る
。
外
層
は

二
十
八
宿
で
あ
り
、
反
時
計
回
り
に
十
二
月
名
が
配
置
さ
れ
、
阜
陽
漢

簡
六
壬
式
盤
上
の
月
名
の
方
向
性
と
一
致
す
る
。
か
か
る
占
図
こ
そ
、

ほ
ん
と
う
に
六
壬
式
盤
と
対
応
す
る
「
式
図
」
で
あ
る
。
理
由
は
三
つ
。

【図四】四仲・四鉤図

【図五】馬王堆帛書「陰陽五行甲篇」堪輿占図
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第
一
に
、
当
該
占
図
に
お
い
て
月
名
が
二
十
八
宿
と
逆
行
し
て
い
る
の

は
、
太
陽
の
周
年
視
運
動
軌
道
（
古
代
で
は
「
日
躔
」
と
称
す
）
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
「
日
躔
」
の
配
列
が
六
壬
天
盤
の
動

き
の
核
心
原
理
で
あ
っ
た）

（

。
第
二
に
、
北
京
大
学
漢
簡
「
日
書
」
式
図

の
複
合
圏
層
構
造
は
、
于
省
吾
旧
蔵
天
盤
と
似
て
い
る
。
第
三
に
、
周

家
台
秦
簡
「
二
十
八
宿
占
」
に
も
似
た
よ
う
な
占
図
が
あ
り
（
図
八
）、

か
ね
て
式
盤
の
初
期
形
態
だ
と
み
な
さ
れ
て
き
た）

（

。
現
行
本
日
者
列
伝

の
卜
者
の
「
旋
式
（

）」
は
、
日
書
の
な
か
に
も
対
応
す
る
例
を
探

し
出
せ
る
。

二
―
三
．「
正
棋
」
と
「
日
書
・
六
博
」

【図六】北大漢簡「日書・式図（甲）」

【図七】北大漢簡「日書・式図（乙）」
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日
者
列
伝
に
お
け
る
「
正
棋
」
と
は
、
先
述
の
通
り
、
博
局
を
用
い

て
吉
凶
を
占
う
こ
と
を
さ
す
。
博
局
上
に
は
棋
子
を
動
か
す
た
め
の
九

本
の
博
道
が
描
か
れ
て
お
り
、「
卜
者
」
は
棋
子
の
位
置
す
る
博
道
に

基
づ
い
て
吉
凶
を
占
う
。
北
京
大
学
所
蔵
漢
簡
「
六
博
」
に
は
、
棋
子

の
位
置
を
定
め
る
方
法
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

行
く
、
若
し
く
は
亡
ぐ
る
日
を
知
ら
ば
、
以
て
之
を
博
道
に
案
ず
。

知
ら
ず
ん
ば
、
初
め
て
來
た
り
て
問
う
日
を
以
て
之
を
占
う
（
知

行
若
亡
日
、
以
案
之
博
道
。
不
知
、
以
初
來
問
日
占
之）

（

）。

　

単
行
本
「
六
博
」
に
は
六
博
図
が
付
さ
れ
て
お
り
、
六
〇
の
甲
子
が

順
番
に
博
道
上
に
配
さ
れ
て
い
る
（
図
九
）。「
卜
者
」
が
出
行
も
し
く

は
逃
亡
の
日
時
を
知
れ
ば
、
棋
子
の
あ
る
博
道
の
位
置
を
確
定
で
き
る
。

さ
も
な
く
ば
、
占
問
を
始
め
た
日
時
に
対
応
す
る
博
道
の
位
置
を
利
用

し
て
占
っ
て
も
よ
い
。「
問
亡
人
」・「
問
行
者
」
は
単
行
本
「
六
博
」
の
、

前
の
二
つ
の
占
問
事
項
で
あ
り
、
残
る
「
問
繋
及
會
論
者
」・「
問
病
者
」・

【図八】周家台秦簡「二十八宿占」式図

【図九】北大漢簡「六博」六博図
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「
問
娶
婦
」
の
三
事
項
も
ま
た
、
同
様
の
方
法
を
用
い
て
博
棋
の
位
置

を
確
定
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

六
博
占
に
お
い
て
は
、
た
ん
に
博
道
の
位
置
に
基
づ
い
て
占
う
だ
け

で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
棋
子
の
移
動
の
方
向
を
も
参
考
に
し
て
、

よ
り
複
雑
な
占
卜
プ
ロ
セ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
。
単
行
本
「
六

博
」
問
行
者
条
に
こ
の
タ
イ
プ
の
占
法
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
当
該
史

料
の
各
博
道
を
対
応
日
時
に
変
換
し
、
さ
ら
に
関
連
す
る
占
辞
を
し
め

す
と
以
下
の
通
り
（
表
一
）。

【
表
一
】
北
大
漢
簡
「
六
博
」
問
行
者
条
の
占
辞

博
道
の
順
番

博
道
の
名
称

対
応
す
る
日
期

占
辞

吉
凶

１

高

甲
子
・
甲
申
・

甲
辰
・
癸
未
・

癸
卯
・
癸
亥

留

凶

２

長

乙
丑
・
乙
酉
・

乙
巳
・
壬
午
・

壬
寅
・
壬
戌

返
還
未
至

凶

３

丙
寅
・
丙
戌
・

丙
午
・
辛
巳
・

辛
丑
・
辛
酉

中
有
所
留

凶

４

曲

丁
卯
・
丁
亥
・

丁
未
・
庚
辰
・

庚
子
・
庚
申

憂

凶

５

張

戊
辰
・
戊
寅
・

戊
子
・
戊
戌
・

戊
申
・
戊
午
・

己
巳
・
己
卯
・

己
丑
・
己
亥
・

己
酉
・
己
未

喜

吉

６

道

庚
午
・
庚
寅
・

庚
戌
・
丁
丑
・

丁
酉
・
丁
巳

行
者
未
来

至

凶

７

辛
未
・
辛
卯
・

辛
亥
・
丙
子
・

丙
申
・
丙
辰

行
者
疾
、

日
夜
不
留

凶

８

廉

壬
申
・
壬
辰
・

壬
子
・
乙
亥
・

乙
未
・
乙
卯

不
過
一

日
、
行
者

至

吉

９

還
入
方
中

癸
酉
・
癸
巳
・

癸
丑

今
日
宜
至

吉

過
方
復
出

甲
戌
・
甲
午
・

甲
寅

雖
未
至
、

当
近
還
返

之
日

半
吉

　

こ
れ
よ
り
、
各
博
道
に
対
応
す
る
日
時
は
、
み
な
天
干
を
根
拠
と
し

て
二
組
に
分
け
ら
れ
、
占
辞
は
二
つ
の
状
況
に
分
か
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
前
の
八
つ
の
博
道
（「
高
」
〜
「
廉
」）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
組

の
日
時
で
同
じ
よ
う
な
占
辞
が
得
ら
れ
る
。
第
九
の
博
道
（「
方
中
」）

で
は
、
二
組
の
日
時
の
占
辞
は
異
な
り
、
吉
凶
が
や
や
異
な
る
。「
還

入
方
中
」
と
は
、「
廉
」
か
ら
「
方
中
」
に
入
る
こ
と
を
さ
し
、
こ
の
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と
き
「
方
中
」
に
あ
た
る
場
合
、
占
い
に
よ
っ
て
行
者
が
今
日
中
に
到

着
す
る
こ
と
を
知
る
。
た
と
え
ば
癸
酉
日
を
占
う
場
合
、
棋
子
は
壬
申

日
の
あ
る
「
廉
」
か
ら
癸
酉
日
の
あ
る
「
方
中
」
に
移
動
し
て
入
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
が
「
還
入
方
中
」
で
あ
る
。「
過
方
復
出
」
と
は
、「
方

中
」
か
ら
「
廉
」
に
出
る
こ
と
を
さ
し
、
こ
の
と
き
「
方
中
」
に
あ
た

る
場
合
、
行
者
の
帰
る
時
期
が
近
い
も
の
と
占
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
甲

戌
日
を
占
っ
た
場
合
、
棋
子
は
つ
づ
い
て
甲
戌
日
の
あ
る
「
方
中
」
か

ら
、
乙
亥
日
の
あ
る
「
廉
」
へ
と
出
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
「
過
方

復
出
」
す
る
者
で
あ
る
。「
六
博
」
の
単
行
本
で
は
、
棋
子
の
移
動
の

方
向
を
組
み
合
わ
せ
た
占
法
は
「
問
行
者
」
に
の
み
み
ら
れ
、
か
つ
博

道
の
「
方
中
」
に
対
応
す
る
日
時
に
の
み
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

単
行
本
「
六
博
」
が
占
問
事
項
を
軸
と
す
る
の
と
は
異
な
り
、
北
京

大
学
漢
簡
「
日
書
」
所
収
の
六
博
占
は
博
道
を
軸
と
す
る
よ
う
に
改
め

ら
れ
て
い
る
。
占
法
上
、「
日
書
」
六
博
は
、
上
記
の
「
方
中
」
の
複

雑
な
占
法
を
推
し
広
げ
た
も
の
で
あ
り
、「
高
」・「
長
」・「

」・「
廉
」・

「
中
」
と
い
う
五
本
の
博
道
で
み
な
棋
子
の
移
動
方
向
を
組
み
合
わ
せ
、

二
組
の
日
時
に
分
け
て
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
占
問
事
項
に
基
づ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
占
卜
結
果
を
得
る
。
こ
こ
で
は
「
高
」
道
を
例
と
し
て
以

下
の
よ
う
に
記
録
し
て
み
よ
う
（
表
二
）。

【
表
二
】
北
大
漢
簡
「
日
書
」
六
博
「
高
」
道
の
占
辞

占
問
事
項

行
棋
方
向

対
応
す
る
日
時

占
辞

事
君
・
爲
嗇
夫

上
高

癸
未
・
癸
卯
・
癸
亥

吉

下
長

甲
子
・
甲
申
・
甲
辰

凶

娶
婦

上
高

癸
未
・
癸
卯
・
癸
亥

婦
長
矣
・
美
矣
、

而
恐
爲
巫
、
而
家

毀
矣

嫁
女

上
高

癸
未
・
癸
卯
・
癸
亥

凶

下
長

甲
子
・
甲
申
・
甲
辰

吉

亡
者

上
高

癸
未
・
癸
卯
・
癸
亥

又
且
亡
、
而
無
傷

也

下
長

甲
子
・
甲
申
・
甲
辰

凶

　
「
上
高
」
と
は
、
た
と
え
ば
棋
子
が
壬
午
日
の
あ
る
「
長
」
道
か
ら

癸
未
日
の
あ
る
「
高
」
道
へ
と
上
っ
た
と
き
の
癸
未
日
が
「
上
高
」
に

あ
た
り
、
こ
の
日
に
「
事
君
」・「
爲
嗇
夫
」
を
問
え
ば
吉
、「
娶
婦
」・

「
嫁
女
」
を
問
え
ば
凶
、「
亡
者
」
を
問
え
ば
吉
凶
の
間
と
な
る
。「
下
長
」

と
は
、
た
と
え
ば
棋
子
が
癸
亥
日
の
あ
る
「
高
」
道
か
ら
甲
子
日
の
あ

る
「
長
」
道
へ
と
下
っ
た
と
き
の
甲
子
日
が
「
下
長
」
に
あ
た
り
、
こ

の
日
に
「
事
君
」・「
爲
嗇
夫
」・「
亡
者
」
を
問
え
ば
凶
、「
嫁
女
」
を

問
え
ば
吉
と
な
る
。

　

六
博
占
に
は
二
種
類
あ
り
、
ひ
と
つ
め
は
博
道
の
位
置
に
よ
っ
て
占

う
簡
単
な
占
法
、
ふ
た
つ
め
は
博
道
の
位
置
・
占
問
の
事
項
・
棋
子
を

動
か
す
方
向
の
三
つ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
複
雑
な
占
法
で

あ
る
。
目
下
み
ら
れ
る
単
行
本
「
六
博
」
は
お
も
に
前
者
を
用
い
る
が
、
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「
日
書
」
六
博
で
は
両
方
の
占
法
を
併
せ
用
い
て
い
る
。
現
行
本
「
日

者
列
伝
」
の
「
正
棋
」
は
、
博
局
上
の
棋
子
の
位
置
を
決
め
ね
ば
な
ら

な
い
だ
け
で
な
く
、
棋
子
が
動
く
方
向
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
る
必

要
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
占
卜
の
複
雑
性
を
高
め
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
「
正
棋
」
は
、「
分
策
」

「
旋

」
と
似
て
お
り
、
占
卜
の
操
作
上
は
た
え
ず
変
動
し
つ
づ
け
る

と
い
う
意
味
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

現
行
本
日
者
列
伝
所
載
の
「
分
策
」・「
旋

」・「
正
棋
」
と
い
う
三

種
類
の
「
卜
者
」
の
術
は
、
い
ず
れ
も
北
京
大
学
漢
簡
「
日
書
」
の
な

か
に
対
応
す
る
占
術
を
見
い
だ
せ
る
。
だ
が
こ
れ
は
決
し
て
、
現
行
本

日
者
列
伝
が
司
馬
遷
の
原
文
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
目
下
確
認
さ
れ
て
い
る
前
漢
中
期
以
前
の
出
土
日
書
に
は
い

ず
れ
も
筮
占
・
六
壬
占
・
六
博
占
法
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
司
馬
遷

が
日
者
列
伝
と
亀
策
列
伝
を
分
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
か
れ
の
思
い

描
く
日
者
の
術
が
な
お
卜
筮
と
は
異
な
る
知
的
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
っ
て
、

か
れ
が
接
し
た
「
日
書
」
が
選
択
術
ベ
ー
ス
の
初
期
形
態
だ
っ
た
こ
と

が
十
分
裏
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

第
三
節　

現
行
本
日
者
列
伝
の

成
立
過
程
に
関
す
る
推
測

　

現
行
本
日
者
列
伝
が
「
卜
筮
者
」
を
叙
述
の
主
軸
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
現
行
本
編
纂
者
の
褚
少
孫
が
「
卜
筮
」
を
「
日
者
」
の
術
の
代
わ

り
と
す
る
こ
と
に
明
白
な
違
和
感
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め

す）

（

。
褚
少
孫
は
二
つ
の
要
因
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
第
一
に
、「
日
書
」

は
ま
さ
に
森
羅
万
象
を
包
む
「
占
術
大
全
」
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
。
北
京
大
学
所
蔵
漢
簡
「
日
書
」
の
書
写
年
代
は
武
帝
後
期
〜
宣

帝
期
で）

（

、
こ
れ
は
前
漢
中
期
以
降
の
「
日
書
」
の
あ
り
よ
う
を
反
映
す

る
。
非
選
択
術
は
も
は
や
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
「
付
録
」
で
は
な

く
、
む
し
ろ
全
体
に
占
め
る
割
合
は
選
択
術
を
上
回
っ
て
い
た
。
広
義

の
「
卜
筮
」
概
念
は
ち
ょ
う
ど
前
漢
中
期
以
降
の
非
選
択
術
ベ
ー
ス
の

「
日
書
」
を
表
現
す
る
の
に
適
し
て
い
た）

（

。
劉
宋
・
裴

『
史
記
集
解
』

は
、

古
人
は
占
候
・
卜
筮
も
て
、
通
じ
て
之
を
「
日
者
」
と
謂
う
（
古

人
占
候
・
卜
筮
、
通
謂
之
「
日
者）

（

」）。

と
の
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
古
時
期
の
「
日
者
」（
時
日
を
占
う
）
と
「
卜

筮
」
の
境
界
が
曖
昧
で
、
互
換
可
能
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る）

（

。

　

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
褚
少
孫
が
司
馬
季
主
の
事
跡
を
入
手
し
た
経

路
に
関
係
し
て
い
る
。
日
者
列
伝
中
の
「
褚
先
生
曰
」
で
褚
少
孫
は
自

ら
、

臣
、
郎
爲
る
の
時
、
長
安
中
に
遊
觀
し
、
卜
筮
の
賢
大
夫
に
見
ゆ

（
臣
爲
郞
時
、
游
觀
長
安
中
、
見
卜
筮
之
賢
大
夫
）。

と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
経
歴
は
、
伝
世
文
献
に
お
い
て
士
大
夫
の
宋
忠

と
賈
誼
が
長
安
の
卜
肆
を
訪
れ
て
卜
者
を
尋
ね
た
と
き
の
叙
述
と
よ
く

似
て
い
る
。
褚
少
孫
の
補
作
は
、
当
時
の
人
々
か
ら
の
聞
き
取
り
に
多

く
依
拠
し
て
い
た
。
数
術
関
連
の
史
実
に
つ
い
て
褚
少
孫
自
身
が
た
び
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た
び
述
べ
て
い
る
の
は
、
太
卜
官
か
ら
情
報
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
亀
策
列
伝
で
は
、

（
郎
爲
る
の
時
）
長
安
中
を
往
來
し
、
龜
策
列
傳
を
求
む
る
も
得

る
能
わ
ず
、
故
に
太
卜
官
に
之
き
、
掌
故
・
文
学
・
長
老
の
事
を

習
う
者
に
問
い
、
龜
策
・
卜
事
を
寫
し
取
る
（（
爲
郞
時
）
往
來

長
安
中
、
求
龜
策
列
傳
不
能
得
、
故
之
大
卜
官
、
問
掌
故
・
文
学
・

長
老
習
事
者
、
寫
取
龜
策
・
卜
事）

（

）。

と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
日
者
列
伝
で
は
、

郞
爲
る
の
時
、
太
卜
の
待
詔
の
郞
爲
る
者
と
署
を
同
じ
う
す
（
爲

郞
時
、
與
太
卜
待
詔
爲
郞
者
同
署
）。

と
の
べ
て
お
り
、
彼
ら
か
ら
、
武
帝
が
占
家
を
集
め
て
某
日
の
婚
礼
の

吉
凶
を
問
う
た
故
事
を
聞
い
た
と
い
う）

（

。
褚
少
孫
は
宮
中
で
郎
と
な
っ

て
十
余
年
、
太
卜
に
属
す
る
待
詔
の
人
士
と
頻
繁
に
交
流
し
、
彼
ら
か

ら
聞
い
た
数
術
の
「
故
事
」
は
お
の
ず
と
「
卜
筮
」
に
偏
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
「
卜
者
」
は
「
日
者
」
に
取
っ
て
代
わ
り
、
褚
少
孫
が

補
作
し
た
日
者
列
伝
の
核
心
的
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

内
容
的
に
現
行
本
日
者
列
伝
が
褚
少
孫
補
で
あ
る
点
が
確
実
で
あ
る

以
上
、
現
行
本
の
構
造
上
の
疑
問
点
に
つ
い
て
も
解
釈
を
加
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
現
行
本
日
書
列
伝
は
四
部
構
成
で
、
順
番
に
「
序
」（「
自
古

受
命
而
王
」
の
段
落
）、「
本
伝
」（「
司
馬
季
主
者
」
〜
「
此
務
華
絶
根

者
也
」）、「
太
史
公
曰
」・「
褚
先
生
曰
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
褚
先

生
曰
」
は
、
三
王
世
家
や
亀
策
列
伝
の
ご
と
く
（
日
者
列
伝
の
）
本
伝

が
褚
少
孫
に
よ
っ
て
補
作
さ
れ
た
と
は
明
言
し
て
お
ら
ず
、「
觀
其
（
司

馬
季
主
）
對
二
大
夫
貴
人
之
談
言
」
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
前
三
部
は
、
司
馬
遷
原
筆
の
列
伝
の
構
造
と
一
致
し
、
た
い
へ
ん
完

結
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ゆ
え
に
先
学
の
な
か
に
は
、
褚
少
孫
は

た
ん
に
日
者
列
伝
に
書
き
足
し
た
だ
け
で
あ
り
、
司
馬
遷
の
伝
文
は
そ

の
な
か
に
欠
く
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
い
る
と
す
る
者
も
い
る）

（

。

　

現
行
本
日
者
列
伝
の
「
本
伝
」
内
容
は
褚
少
孫
以
前
に
形
成
さ
れ
、

こ
の
点
は
、
褚
少
孫
補
作
説
を
強
く
主
張
す
る
論
者
も
異
議
を
唱
え
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
褚
少
孫
の
補
作
は
そ
も
そ
も
「
時
に
人
々
か
ら
聞

い
た
話
や
、
古
書
か
ら
取
っ
た
記
述
（
或
聞
之
時
人
、
或
取
之
故
書
）」

に
よ
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

（

。
現
行
本
の
構
造
上
の
疑

問
点
に
つ
い
て
、
清
代
の
臧
庸
は
、
現
行
本
日
者
列
伝
の
「
太
史
公
曰
」

を
後
人
が
み
だ
り
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
し）

（

、
余
嘉
錫
は
、『
史

記
』
を
補
っ
た
者
が
み
ず
か
ら
「
太
史
公
」
と
名
乗
る
の
は
体
例
に
則

り
、
文
辞
を
模
倣
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
す
る）

（

。
臧
庸
説
は

よ
り
合
理
的
で
、
褚
少
孫
が
『
史
記
』
を
補
っ
た
と
き
の
体
例
と
も
合

致
す
る
。
現
行
本
『
史
記
』
に
お
い
て
、
褚
少
孫
が
補
作
し
た
四
篇
以

外
に
、
三
代
世
表
・
建
元
以
来
侯
者
年
表
・
外
戚
世
家
・
梁
孝
王
世
家
・

田
叔
列
伝
・
滑
稽
列
伝
の
六
篇
に
は
、
明
ら
か
に
褚
少
孫
が
続
写
し
た

内
容
が
付
記
さ
れ
て
い
る）

（

。
こ
の
六
篇
に
は
、
二
点
の
注
目
す
べ
き
こ

と
が
あ
る
。
第
一
に
、「
褚
先
生
曰
」
で
は
（
褚
少
孫
が
）
続
写
し
た

経
緯
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
み
な
そ
の
後
に
し
る
さ
れ
て

い
る
。
第
二
に
、
褚
少
孫
が
自
ら
判
断
を
下
す
場
合）

（

、
多
く
は
「
褚
先

生
曰
」
で
始
め
、「
太
史
公
曰
」
を
僭
称
し
た
こ
と
は
な
い）

（

。
よ
っ
て
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現
行
本
日
者
列
伝
の
「
太
史
公
曰
」
は
お
そ
ら
く
褚
少
孫
の
手
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
褚
少
孫
の
補
作
四
篇
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
元

帝
・
成
帝
以
後
の
人
に
よ
る
改
変
の
痕
跡
を
少
な
か
ら
ず
発
見
で
き
る
。

「
今
上
本
紀
」
に
つ
い
て
余
嘉
錫
は
、
褚
少
孫
の
補
作
が
つ
と
に
亡
佚
し
、

現
行
本
が
西
晋
・
東
晋
の
間
の
人
物
の
手
に
な
る
こ
と
を
論
証
し
た）

（

。

亀
策
列
伝
で
は
、
褚
少
孫
の
補
作
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、

「
褚
先
生
曰
…
…
寫
取
龜
策
卜
事
、
編
於
下
方
」
の
後
に
い
く
つ
か
の

理
論
的
な
伝
文
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
「
宋
元
亡
時
得
龜
、
亦

殺
而
用
之
、
謹
連
其
事
于
左
方
」
の
後
に
ま
た
宋
元
王
の
亀
卜
に
関
す

る
事
跡
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
日
者
列
伝
と
同
じ
よ
う
に
、
現
行
本
亀

策
列
伝
の
「
褚
先
生
曰
」
の
前
に
も
一
つ
の
構
造
的
に
整
っ
た
「
本
伝
」

と
「
太
史
公
曰
」
が
あ
り
、
余
嘉
錫
は
す
で
に
こ
の
部
分
の
内
容
が
「
元

成
以
後
人
所
補
、
用
褚
先
生
傳
敷
演
成
文）

（

」
だ
と
論
証
し
て
い
る
。

　

三
王
世
家
を
日
者
列
伝
の
構
造
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
意
義
は
さ

ら
に
大
き
い
。
三
王
世
家
の
「
褚
先
生
曰
」
で
褚
少
孫
は
み
ず
か
ら
こ

う
の
べ
て
い
る
。

傳
中
、
三
王
世
家
の
文
辭
の
觀
る
べ
き
を
稱
う
れ
ば
、
其
の
世
家

を
求
む
る
も
終
に
得
る
能
わ
ず
。
竊
か
に
長
老
の
故
事
を
好
む
者

よ
り
其
の
封
策
の
書
を
取
り
、
其
の
事
を
編
列
し
て
之
を
傳
う
…

…
其
の
次
序
の
分
絶
、
文
字
の
上
下
、
簡
の
參
差
長
短
に
至
り
て

は
、
皆
な
意
有
り
、
人
、
之
を
能
く
知
る
も
の
莫
し
。
謹
み
て
其

の
眞
の
草
詔
書
を
論
次
し
て
左
方
に
編
し
、
覽
る
者
を
し
て
自
ず

か
ら
其
の
意
に
通
じ
て
之
を
解
説
せ
し
む
（
傳
中
稱
三
王
世
家
文

辞
可
觀
、
求
其
世
家
終
不
能
得
。
竊
從
長
老
好
故
事
者
取
其
封
策

書
、
編
列
其
事
而
傳
之
…
…
至
其
次
序
分
絶
、
文
字
之
上
下
、
簡

之
參
差
長
短
、
皆
有
意
、
人
莫
之
能
知
。
謹
論
次
其
眞
草
詔
書
編

于
左
方
、
令
覽
者
自
通
其
意
而
解
説
之）

（

）。

褚
少
孫
は
広
く
三
王
世
家
を
探
し
た
も
の
の
得
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
漢

の
武
帝
が
三
王
を
分
封
し
た
詔
書
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
。「
編
于

左
方
」
と
は
「
褚
先
生
曰
」
の
後
に
抄
録
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

現
行
本
三
王
世
家
で
は
封
策
書
が
「
褚
先
生
曰
」
の
前
に
置
か
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
「
太
史
公
曰
」
の
一
段
が
付
さ
れ
て
い
る
。

余
嘉
錫
は
「
編
于
左
方
」
が
対
応
す
る
の
が
「
褚
先
生
曰
」
後
の
詔
書

に
対
す
る
説
明
文
で
あ
る
と
し
て
い
る
が）

（

、
こ
の
説
は
こ
じ
つ
け
の
感

が
あ
る
。
張
大
可
は
「
褚
先
生
曰
」
の
文
脈
を
推
敲
し
、
褚
少
孫
が
封

策
簡
牘
の
寸
法
や
字
体
に
深
い
意
味
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
ゆ
え
に
「
左

方
」
に
封
策
文
の
字
配
り
や
も
と
も
と
の
書
式
に
従
っ
て
「
眞
草
詔
書
」

を
抄
録
し
た
と
指
摘
し
た
。
張
大
可
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
特
殊
な
抄
写

形
式
は
、
後
世
の
伝
写
過
程
で
は
保
持
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ゆ
え
に
現
行

本
『
史
記
』
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、「
褚
先
生
曰
」
以
前
の
封
策
文
に
つ
い
て
、
張
大
可
は
ま
た
、

司
馬
遷
の
原
筆
で
あ
る
と
し
、
い
ま
だ
散
佚
し
て
い
な
い
と
す
る）

（

。
張

大
可
説
の
封
策
文
の
書
写
形
式
に
対
す
る
注
目
は
高
く
評
価
す
べ
き
だ

が
、
お
そ
ら
く
も
う
一
つ
の
可
能
性
が
よ
り
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
本
来
「
褚
先
生
曰
」
の
後
に
あ
っ
た
「
眞
草
詔
書
」
は
、
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伝
写
の
過
程
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
式
を
失
い
、
前
の
ほ
う
に
移
録
さ
れ
、

さ
ら
に
「
太
史
公
曰
」
の
段
落
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

現
行
本
三
王
世
家
の
成
立
過
程
を
参
考
に
す
る
と
、
現
行
本
日
者
列

伝
の
司
馬
季
主
の
事
跡
は
ほ
ん
ら
い
「
褚
先
生
曰
」
の
後
に
抄
録
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
元
帝
・
成
帝
以
後
の
人
々
に
よ
っ
て
「
褚
先
生
曰
」

の
前
に
書
き
写
さ
れ
、「
古
者
卜
人
所
以
不

者
、
多
不
見
于
篇
。
及

至
司
馬
季
主
、
余
志
而
著
之
」
の
「
太
史
公
曰
」
が
付
加
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
改
訂
本
の
権
威
が
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
現
行
本
日
者
列
伝

は
す
で
に
褚
少
孫
補
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
あ
り
よ
う
を
と
ど
め
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
か
く
し
て
日
者
列
伝
の
テ
キ
ス
ト
の
性
質
と
編

纂
の
年
代
は
、
長
ら
く
未
解
決
の
問
題
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

現
行
本
日
者
列
伝
と
太
史
公
自
序
の
矛
盾
は
、
表
面
的
に
は
補
作
と

原
作
の
齟
齬
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
「
卜
筮
」
と
「
日
者
」
の
関

係
の
変
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
出
土
戦
国
数
術
文
献
に
お
い
て
、
選

択
術
と
卜
筮
は
二
つ
の
大
き
な
主
要
類
型
だ
っ
た）

（

。
両
者
は
性
質
が
異

な
り
、
伝
え
手
も
異
な
る
。
選
択
術
は
、
特
定
の
日
時
や
方
位
に
お
け

る
事
柄
の
吉
凶
を
事
前
に
予
測
す
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
行
動
の

可
否
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉
に
お
も
む
き
、
害
を
避
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
一
方
、
卜
筮
は
既
存
の
蓍
亀
道
具
を
用
い
、
発
生

済
の
事
象
に
も
と
づ
い
て
未
来
予
測
す
る
も
の
で
あ
り
、
占
者
は
結
果

を
受
け
入
れ
る
か
、
あ
る
い
は
鬼
神
祭
祀
に
よ
っ
て
運
命
を
書
き
換
え

よ
う
と
す
る
。
卜
筮
祭
祀
に
か
か
わ
る
記
録
は
お
も
に
戦
国
楚
墓
か
ら

出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
選
択
術
を
あ
つ
め
た
「
日
書
」

は
、
戦
国
〜
漢
代
に
継
続
的
に
出
土
し
て
い
る
。
工
藤
元
男
は
す
で
に

「
日
書
」
と
卜
筮
祭
祷
簡
の
あ
い
だ
に
一
定
の
継
承
関
係
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る）

（

。
す
る
と
、
北
大
簡
「
日
書
」
所
収
「
荊
決
」
は
、
楚
地
の

筮
占
が
「
日
書
」
の
な
か
に
「
復
活
」
し
た
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　
『
漢
書
』
藝
文
志
数
術
略
を
参
照
す
る
と
、
従
来
の
出
土
「
日
書
」

の
内
容
は
、
選
択
・
雑
占
・
卜
筮
・
形
法
の
四
つ
に
大
別
で
き
る
。
選

択
術
は
「
日
書
」
固
有
の
内
容
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
一
方
、
ほ
か
の
三
種
が
「
日
書
」
に
取
り
込
ま
れ
た
仕
方
や
時
期

は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
雑
占
は
多
く
が
時
空
的
要
素
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

特
定
の
事
物
が
出
現
す
る
干
支
や
方
位
に
基
づ
い
て
吉
凶
を
占
う
も
の

で
あ
り
、
か
か
る
占
術
は
早
期
出
土
の
「
日
書
」
の
な
か
に
す
で
に
広

く
み
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
北
大
簡
「
日
書
」
の
六
壬
占
と
六
博
占
は

そ
の
例
で
あ
り
、
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
「
日
書
」
の
な
か
に
溶
け
込
ん
で

い
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
卜

筮
と
形
法
は
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
く
、
前
者
は
蓍
亀
道
具
に
基
づ
き
、

後
者
は
人
物
形
象
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
と
も
に
時
空
的
要
素
を

必
要
と
し
な
い
の
で
、
選
択
術
と
の
知
識
的
境
界
は
は
っ
き
り
し
て
お

り
、
ゆ
え
に
早
期
の
「
日
書
」
に
は
卜
筮
や
形
法
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど



―18―

み
ら
れ
な
い）

（

。
他
方
、
北
大
簡
「
日
書
」
荊
決
は
占
卜
が
は
じ
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
り
、「
日
書
」
の
な
か
に
か
な

り
調
和
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
北
大
簡
「
日
書
」
所
収
の
「
相
宅
」

「
相
人
」「
相
卦
」「
畜
人
」
の
四
章
は
い
ず
れ
も
形
法
類
に
属
し
、
当

該
書
籍
編
纂
者
が
狭
義
の
選
択
術
を
日
書
の
「
正
統
」
な
内
容
と
は
み

な
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
か
れ
が
「
占
術
大
全
」
を
作
ろ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

現
行
本
日
者
列
伝
所
収
の
占
術
類
型
が
選
択
術
に
限
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
、
太
史
公
自
序
に
お
け
る
、
各
国
日
者
の
習
俗
を
紹
介
す
る

と
い
う
目
的
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
、
褚
少
孫
の

補
作
時
に
す
で
に
「
日
者
」
と
各
種
占
術
が
融
合
し
て
い
た
こ
と
を
し

め
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
二
つ
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、「
日
書
」
は
森
羅
万
象
を
包
む
か
た
ち
で
発
展
し
て
お
り
、
ま
た
「
卜

筮
」
は
蓍
亀
・
六
壬
・
六
博
・
選
択
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
占
術
を
包
括

す
る
概
念
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
「
卜
者
」
に
と
っ
て
は
、「
天
地

の
利
害
や
事
の
成
敗
を
言
い
当
て
る
（
言
天
地
之
利
害
、
事
之
成
敗
）」

と
い
う
目
的
さ
え
達
成
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
占
術
は
状
況
に
応
じ

て
使
い
分
け
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
は
平
等
に
み
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
前
漢
中
後
期
に
お
い
て
術
数
が
融
合

し
て
い
く
趨
勢
を
し
め
す
も
の
で
あ
り
、
現
行
本
日
者
列
伝
は
ま
さ
に

そ
の
時
代
の
産
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈
本
文
は
報
告
「
如
何
閲
読
《
史
記
・
日
者
列
伝
》　　

北
大
漢

簡
《
日
書
》
的
新
啓
示　
　

」（
於
早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
、

二
〇
二
五
年
七
月
一
八
日
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
で
柿
沼

陽
平
・
森
和
・
名
和
敏
光
諸
氏
の
助
言
を
賜
っ
た
。
深
甚
に
謝
す
る
。

本
文
は
「
古
文
字
与
中
華
文
明
伝
承
発
展
工
程
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
北

京
大
学
蔵
秦
漢
簡
牘
整
理
与
研
究
」（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
番
号

）

の
段
階
的
成
果
で
あ
る
。

注（

）　
『
漢
書
』
巻
六
二
司
馬
遷
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
版
。
以
下
同
じ
）「
太

史
公
書
…
…
十
篇
缺
、
有
録
無
書
」。
顔
師
古
注
引
張
晏
曰
「
元
・
成
之
閒
褚

先
生
補
缺
、
作
武
帝
紀
・
三
王
世
家
・
龜
策
・
日
者
傳
。
言
辭
鄙
陋
、
非
遷

本
意
也
」（
二
七
二
四
・
二
七
二
五
頁
）。

（

）　
『
史
記
』
巻
一
三
〇
太
史
公
自
序
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
版
。
以
下
同

じ
）、
四
〇
二
六
頁
。

（

）　

劉
楽
賢
「
从
出
土
文
献
看
〈
史
記
・
日
者
列
伝
〉」（
陳
昭
容
主
編
『
古
文

字
与
古
代
史
』
第
一
輯
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
、

四
四
六
頁
）。

（

）
王
景
創
「
北
大
漢
簡
〈
日
書
〉
概
説
」（『
文
物
』
二
〇
二
五
年
第
五
期
、
七

六
頁
）。

（

）　

一
般
に
、『
日
書
』
に
は
亀
卜
や
筮
占
と
直
接
関
係
す
る
占
術
は
存
在
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
劉
楽
賢
「
日
書
：
戦
国
秦
漢
時
期
的
選
択
通
書
」（
蔡

万
進
・

文
玲
編
『
簡
帛
学
理
論
与
実
践
』
第
一
輯
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、

二
〇
二
一
年
、
二
七
一
頁
）。
最
近
公
表
さ
れ
た
周
家
寨
漢
墓
簡
牘
『
日
書
』

の
「
日
辛
」
章
は
、
理
論
的
に
卜
卦
と
択
日
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
占
術
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

（

）　
『
史
記
』
巻
一
二
七
日
者
列
伝
（
三
九
一
〇
〜
三
九
一
一
頁
）。

（

）　

本
伝
前
文
で
宋
忠
・
賈
誼
は
「
卜
筮
者
、
世
俗
之
所
賤
也
」
と
の
べ
、
続
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け
て
「
世
皆
言
曰
「
夫
卜
者
…
…
」」
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
、
本
伝
中
の
「
卜
者
」

と
「
卜
筮
者
」
は
同
義
だ
と
裏
づ
け
ら
れ
る
。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（『
余
嘉
錫
文
史
論
集
』
岳
麓
書
社
、
一
九
九

七
年
、
六
五
〜
六
六
頁
）、
瀧
川
資
言
『
史
記
会
注
考
証
』
巻
一
二
七
日
者
列

伝
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
二
一
〇
頁
）。

（

）　

張
銘
洽
「
秦
代
〝
巫
現
象
〞
雑
談　
　

兼
談
秦
代
〝
日
者
〞　　

」（『
陝
西

歴
史
博
物
館
館
刊
』
第
一
一
輯
、
二
〇
〇
四
年
）。
こ
こ
で
は
『
張
銘
洽
学
術

論
文
集
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
五
一
〜
一
五
七
頁
）
に
よ
る
。

（

）　
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
五
方
術
部
卜
筮
条
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
、
一
二

八
五
頁
）。

（

）　
『
史
記
』
巻
一
二
七
日
者
列
伝
（
三
九
一
一
頁
）。

（

）　

李
零
「
式
与
中
国
古
代
的
宇
宙
模
式
」（『
中
国
方
術
正
考
』
第
二
章
、
中

華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
三
頁
）。

（

）　

連
雲
港
市
博
物
館
等
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
、

二
一
、
一
二
五
〜
一
二
六
頁
）、
北
京
大
学
出
土
文
献
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西

漢
竹
書
（
五
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
九
〜
二
一
二
頁
）。

（

）　

劉
楽
賢
「
日
書　
　

戦
国
秦
漢
時
期
選
択
通
書　
　

」（
二
七
一
頁
）。

（

）　

劉
楽
賢
『
睡
虎
地
秦
簡
日
書
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
四
一

八
頁
）、
劉
楽
賢
前
掲
論
文
「
日
書
：
戦
国
秦
漢
時
期
選
択
通
書
」（
二
五
一
頁
）。

（

）　

陳
侃
理
「
北
大
漢
簡
数
術
類
〈
六
博
〉〈
荊
決
〉
等
篇
略
述
」（『
文
物
』
二

〇
一
一
年
第
六
期
、
八
七
頁
）。

（

）　

王
景
創
「
北
大
漢
簡
〈
日
書
〉
概
説
」（『
文
物
』
二
〇
二
五
年
第
五
期
、

八
二
頁
）。

（

）　

北
京
大
学
出
土
文
献
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
五
）』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
一
頁
）。

（

）　

董
珊
「
読
北
大
漢
簡
〈
荊
決
〉」（『
簡
帛
文
献
考
釈
論
叢
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
、
二
五
一
〜
二
五
二
頁
）。
北
大
漢
簡
「
日
書
」
荊
決
は
書
写
時

の
誤
り
に
よ
っ
て
、
誤
っ
て
一
卦
多
く
、
合
計
一
七
卦
あ
る
。

（

）　
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
五
）・
荊
決
』「
説
明
」（
一
七
〇
頁
）。

（

）　

ア
メ
リ
カ
の
学
者
柯
鶴
立
は
、「
荊
決
」
卦
首
干
支
が
八
卦
と
類
似
し
、「
神

秘
的
力
量
」
を
有
し
、
占
い
の
結
果
は
干
支
が
事
件
や
人
物
と
関
わ
る
場
合

の
み
、
吉
凶
を
決
め
え
た
と
す
る
が
、
具
体
的
占
法
は
紹
介
し
て
い
な
い
。

柯
鶴
立
「
占
卜
文
書
中
的
楚
文
化
因
素　
　

清
華
簡
〈
筮
法
〉
和
北
大
簡
〈
荊

決
〉
的
比
較
研
究
」（
徐
少
華
・
谷
口
満
・
羅
泰
主
編
『
楚
文
化
与
長
江
中
游

早
期
開
発
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
、

二
三
四
・
二
三
六
頁
）

（

）　

陳
侃
理
「
北
大
漢
簡
数
術
類
〈
六
博
〉〈
荊
決
〉
等
篇
略
述
」（
八
七
頁
）、

蔡
飛
舟
「
北
大
漢
簡
〈
荊
決
〉
初
探
」（
六
二
頁
）。

（

）　

こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
雑
抄
本
の
「
日
書
」
と
比
べ
る
と
、
北
京
大
学
蔵

漢
簡
「
日
書
」
は
各
章
間
の
関
係
は
い
っ
そ
う
密
接
で
あ
る
。「
卜
」
章
の
前

に
書
き
写
さ
れ
た
律
数
に
よ
る
卜
占
の
計
算
法
則
の
一
節
は
、『
荊
決
』
の
次

の
「
黄
鐘
」
章
と
も
関
係
し
て
い
る
。

（

）　

李
零
「
式
与
中
国
古
代
的
宇
宙
模
式
」（『
中
国
方
術
正
考
』
第
二
章
、
一

〇
四
〜
一
〇
五
頁
）。
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
マ
ー
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
こ
れ

を
「
鉤
繩
圖
」
と
よ
ぶ
。
馬
克
「
馬
王
堆
帛
書
〈
刑
德
〉
試
探
」（『
華
学
』

第
一
輯
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
八
四
〜
八
五
頁
）。

（

）　

黄
儒
宣
『〈
日
書
〉
図
像
研
究
』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
は
こ
の
説

を
採
る
。

（

）　

湖
北
省
考
古
研
究
所
・
随
州
市
考
古
隊
編
『
随
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
』（
文

物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
七
七
頁
）、
北
京
大
学
出
土
文
献
所
「
北
京
大
学

蔵
西
漢
竹
書
概
説
」（『
文
物
』
二
〇
一
一
年
第
六
期
、
図
版
四
）。

（

）　

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
「
馬
王
堆
帛
書
〈
式
法
〉
釈
文
摘
要
」（『
文
物
』

二
〇
〇
〇
年
第
七
期
、
九
三
頁
）。

（

）　

裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
（
修
訂
本
）』
第
五
冊
（
中
華

書
局
、
二
〇
二
四
年
、
六
八
頁
）。

（

）　

日
廷
図
は
湖
北
江
陵
王
家
台
秦
墓
Ｍ

占
盤
に
対
応
し
、
堪
輿
図
は
江
蘇
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儀
徴
征
劉
集
聯
営
漢
墓
Ｍ

占
盤
に
対
応
し
、
黄
儒
宣
は
誤
っ
て
旋
回
不
可

能
な
こ
の
二
つ
の
占
盤
を
式
盤
と
し
て
い
る
。
黄
儒
宣
『〈
日
書
〉
図
像
研
究
』

（
六
四
〜
六
五
頁
）。

（

）　

張
雨
絲
「
六
壬
式
盤
天
盤
布
局
問
題
補
議
」（『
出
土
文
献
』
二
〇
二
二
年

第
三
期
）。

（

）　

張
雨
絲
「
六
壬
式
盤
天
盤
布
局
問
題
補
議
」（
九
六
頁
）。

（

）　
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
五
）・
荊
决
』（
二
一
〇
頁
）。

（

）　

劉
楽
賢
「〈
史
記
・
日
者
列
伝
〉
新
考
」（『
簡
帛
数
術
文
献
探
論
』
湖
北
教

育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
六
七
頁
）
は
「
伝
文
と
「
褚
先
生
曰
」
は
と

も
に
卜
筮
を
「
日
者
」
に
含
め
、
司
馬
季
主
を
「
日
者
」
の
代
表
と
し
、
明

ら
か
に
こ
の
二
つ
場
合
に
は
「
日
者
」
の
概
念
の
理
解
は
一
致
し
て
い
る
」

と
す
る
。
前
漢
中
後
期
の
「
日
書
」
の
公
表
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
見

解
は
な
お
深
く
は
論
証
さ
れ
て
い
な
い
。

（

）　

北
京
大
学
出
土
文
献
所
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
概
説
」（
五
三
頁
）。

（

）　
『
漢
書
』
芸
文
志
数
術
略
は
「
天
文
」・「
暦
譜
」・「
五
行
」・「
蓍
亀
」・「
雑

占
」・「
形
法
」
に
大
別
さ
れ
、
所
収
の
図
書
と
「
日
書
」
の
選
択
術
が
相
互

に
対
応
す
る
の
は
「
五
行
類
」
の
『
堪
輿
金
匱
』・『
鐘
律
叢
辰
日
苑
』・『
天
一
』・

『
泰
一
』・『
風
后
孤
虚
』
等
少
し
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
劉
向
の
い
た
前

漢
中
後
期
に
、
選
択
術
は
数
術
領
域
で
す
で
に
優
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
前
漢
中
期
以
後
に
「
日
書
」
の
出
土
が
減
少
し
、「
日
書
」

の
名
は
中
古
以
後
に
消
え
る
の
も
、
こ
れ
と
関
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（

）　
『
史
記
』
巻
一
二
七
日
者
列
伝
（
三
九
〇
七
頁
）。

（

）　
『
太
平
広
記
』
巻
二
一
六
柳
林
祖
条
所
引
東
晋
・
郭
璞
『
洞
林
』「
有
日
者

柳
林
祖
善
卜
筮
。
其
妻
曾
病
鼠
瘻
、
積
年
不
差
、
垂
命
。
林
祖
遂
占
之
、
得

頤
之
復
。
按
卦
曰
「
應
得
姓
石
者
治
之
、
当
獲

鼠
而
愈
也
」」（
中
華
書
局
、

一
九
六
一
年
、
一
六
五
二
頁
）。
柳
林
祖
は
「
日
者
」
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
「
善

卜
筮
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、「
日
者
」
と
「
卜
者
」
が
一
種
の
汎
称
と
な
っ

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

（

）　
『
史
記
』
巻
一
二
八
亀
策
列
伝
（
三
九
二
〇
頁
）。

（

）　
『
史
記
』
巻
一
二
七
日
者
列
伝
（
三
九
一
四
頁
）。

（

）　

劉
洪
生
「
試
談
〈
史
記
・
日
者
列
伝
〉　　

兼
与
〈
荘
子
・
盗
跖
〉
篇
之
比
較
」

（『
諸
子
学
刊
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
三
三
三
頁
）。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（
五
三
頁
）。

（

）　

清
・
臧
庸
『
拝
経
日
記
』
巻
九
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、

三
五
二
頁
）。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（
七
五
〜
七
六
頁
）。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（
七
七
〜
九
五
頁
）。

（

）　

三
代
世
表
・
外
戚
世
家
・
田
叔
列
伝
・
滑
稽
列
伝
。

（

）　
『
史
記
』
巻
九
六
張
丞
相
列
伝
の
後
続
部
分
参
照
（
三
二
五
四
〜
三
二
五
八
頁
）。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（
二
四
〜
二
九
頁
）。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（
六
六
〜
七
二
頁
）。

（

）　
『
史
記
』
巻
六
〇
三
王
世
家
（
二
五
七
一
頁
）。

（

）　

余
嘉
錫
「
太
史
公
亡
篇
考
」（
五
四
頁
）。

（

）　

張
大
可
「〈
史
記
〉
残
欠
与
補
竄
考
辨
」（『
蘭
州
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』

一
九
八
二
年
第
三
期
、
五
一
頁
）。

（

）　

晏
昌
貴
『
巫
鬼
与
淫
祀　
　

楚
簡
所
見
方
術
宗
教
考　
　

』（
武
漢
大
学
出

版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
七
四
頁
）。

（

）　

工
藤
元
男
「
从
卜
筮
祭
祷
簡
看
〝
日
書
〞
的
形
成
」（『
人
文
論
叢
』
特
輯
：

郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（

）　

九
店
楚
簡
「
日
書
」
と
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
甲
種
に
は
相
宅
術
は
み
ら

れ
る
が
、
相
人
術
は
な
い
。

王
景
創
（
北
京
大
学
出
土
文
献
与
古
代
文
明
研
究
所
館
員
）

柿
沼
陽
平
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）
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二．原稿枚数は、本論・注・地図などあわせて四〇〇字詰め原稿用紙八〇枚以内とし、和文要旨（一

二〇〇字以内）、英文タイトル、英文氏名、執筆者紹介資料を添え、ご提出下さい。
三．本誌は一頁二段組で、一頁あたり五四字×二三行、一二四二字（四〇〇字詰め原稿用紙三枚）とし

て換算いたします。また、図版は一段あたり原稿用紙一．五枚として換算しております。
四．原稿のご提出にあたりましては、打ち出し原稿とデータを添え、本会宛にご郵送下さい。
五．提出原稿の執筆に際しては、必ず執筆要領の規定に従って下さい。同要領は請求次第、送呈いた

します。
六．締切期日は七月末日とします。査読委員による審査をへて掲載を決定いたします。

〈 〉

）

〈複写される方へ〉
　〈複製される方へ〉
早稲田大学東洋史懇話会では、複写複製、転載複製及び 利用に係る著作権を一般社団法人学
術著作権協会に委託しています。
当該利用をご希望の方は、（社）学術著作権協会（ ）が提供している許諾シ
ステムを通じてご申請下さい。

史
　
　
滴

第
四
十
七
号

2025年12月20日印刷　　2025年12月30日発行
編集兼発行　早稲田大学東洋史懇話会
印　刷　所　富士リプロ株式会社
　　　　　　〒101-0048　千代田区神田司町２－14
発　行　所　早稲田大学文学部アジア史コース室
　　　　　　〒162-8644　新宿区戸山１－24－１
　

＠


